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内容の要旨および審査の結果の要旨
化膿レンサ球菌（Su菌）をペニシリン含有Bernheimer基礎液（BBM）に浮遊させて，加温処理して
得られるOK-431の抗癌性は著しく増強し，溶血毒産生及び菌毒力は著しく減弱することが知られている。
このことからペニシリンの生菌体にあたえる影響が検討された。Ｓｕ菌をペニシリン2.7×104単位／ml含
有ＢＢＭに浮遊させ,３７℃20分ついで45℃30分加温してＯＫ－４３１を作製した。ついでＳｕ菌をペニシリ
ン１×105単位含有BBM（ＯＫ‐431‐10），Ｏ単位含有ＢＢＭ（Ｂ-45）を作製し,３７℃,４５℃に加温した。
さらに10万単位含有食塩水（ps‐10）を作製し，上記５検体とＳｕ菌生食水（Ｐ-45）の実験を行なった。
１．以上５検体にRibonucleaseresistantfration（ＲＮＡ‐core）を１％に加えて37℃２時間後に
３％赤血球浮遊液を加えて被験液の溶血毒産生を調べた。その結果ＯＫ－４３１－１０はＯＨＵＯＫ－４３１
は205HUB-45は75,30OHU,PS-45はＯＨＵ並びにＰ‐４５は40,96OHUとペニシリンの含有濃度が高
い程溶血毒産生力はすぐなかった。
２．０Ｋ－431-10,0Ｋ‐431,およびＢ‐45と０℃にたもったＰ‐45にガラス粉を加えて５分間２回ホモジ
ナイザーにて破壊した後,遠心して上清液をとり，RNA-coreを２％加えて溶血毒素の産生の有無を
調べた。その結果ＯＫ‐431‐１０は4,48OHU,ＯＫ‐431は6,144ＨＵ，およびＢ‐45は3,120と全て500ＯＨＵ
から300OHUの間であった。しかしＲＮＡ‐coreを加えない場合はいずれもくｌ０ＨＵであった。さらに
ＯＫ‐431‐10とB-45の上清混液に上清沈査と加えたところOK-431-10は6,400,Ｂ‐４５は10,48ＯＨＵ
であった｡３．０Ｋ-431,0Ｋ‐431‐10,並びにＳｕ菌のＣＦＥよりの脂質の分離をPolchの方法によっ
て行ないStahlの方法により作製したクロマトプレートによって各試薬を用いて行なった。その結果両
菌の全脂質はＳｕ菌と同様に糖脂質から構成されており，その主成分はジグルコシル，ジグリセライド
（DGD）ジホスファチジル，グリセロール，自由脂肪酸，1.2ジグリセライド（1.2,ＤＧ），１．３，ジグリ
セライドとトリグセライドであった。これらの含有比は菌によって異なりＯＫ-431‐10のＤＧＤとＰＧ
はＳｕのそれに比べて多く1.2ＰＧとＬ３ＤＧはより少なかった。
以上の成績からペニシリンは菌体内溶血毒素系に何等影響することはないが菌体膜に作用し，溶血力を
増強して菌体外毒素を産生することが示唆された。
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